
に抽出できるのではないか。

・込み入った質問内容のものは、生徒数の少ない学校の保護者は特定されてしまうの

ではないかという不安があるので、自由回答にしてはどうか。

・答えられないところは無回答でもよいという何かを入れたほうがよいのではないか。

・アンケートを配布する際に先生方にインフォメーションする機会はあるのか。

・24時間保育所と病児保育についての質問項目をニーズ調査に入れてほしい。

・阿南市にはベビーシッターの登録がないので答えにくいのでは。

・今回の調査対象者は中学校３年生までだが、子どもは１８歳未満が対象だと思う。そ

のアンケートを書けるのかが懸念される。本来、答えていただきたい方々に答えてもら

えるのか懸念される。また、回収率と回収できなかった方々に対してどういった方法が

考えられているのか。

・阿南市の中学生は原則部活動に参加しているので、「参加しているが、辞めたいと思

っている」を追加し、次に進むという流れにした方が、家庭の事情がある子どもをさら

【開　会】

・貧困調査について、苦しい家庭の保護者が毎日忙しい生活をしている状況下で、こ

【議　事】

議題(1)

・調査票内のスクールソーシャルワーカーという言葉が児童にわかるかどうか。

・未就園児の保護者の方への質問を増やしてはどうか。産後ケアや子育て相談などの

委員の意見等

母子保健に関するような指導事項があればよいのでは。

・子どもたちが平日の夜や休日を過ごすことができる場所について、夜間に開いてい

ない施設を例示するのはおかしいのでは。その他が記述式ならよいと思う。また、夜の

７時８時のことを言っているのか、学校が終わって保護者の方が帰ってくるまでの間の

ことを言っているのか。

第３期阿南市子ども・子育て支援事業計画の策定に係るアンケート調査内容ついて

会　議　録　（要　旨）

会議名称

開催日時

開催場所

第17回阿南市子ども・子育て会議

令和５年11月27日（月）　15時００分～１６時00分

阿南市役所　3階　303会議室

松原　温美、四宮　綾、石本　美加、落合　みなみ、八木　健造、鎌田　耕一郎

吉本　るり子、明石　あゆみ、横手　桂子、梶本　悦子、木内　啓嗣、上手　永子

渡部　友子、幸田　初美、片山　美幸、小西　嘉代子、佐々木　晃

出席委員（敬称略）

会議内容



が健やかに育つ政策や支援を考えていってほしい。

議題(2)その他

会議内容

高校生世代の調査は考えているのか。

・当事者の子どもたちに届くアンケートなら、最後の方にQRコードや窓口一覧などを記

載してもよいのではないか。

【閉　会】

委員の意見等

が非常に強く感じられる。

・元々子育て会議が行われたのが、少子化に歯止めをかけることが大きな目標だった

が、達成されていないようだ。

・親が主体ではなく、子どもを中心として子どもが育つということを念頭に置き、子ども

のことについては県の方でカバーできているのか、阿南市の子どもとして１８歳までの

・今回のアンケートの方が対比や管理ができるので、そのままでよいと思う。

・子育て支援と呼ばれるものが、保護者の就労支援や施設を利用するような形の誘導

・会議形式ではなく、ワークショップ形式での何かがあるとリアルな子育ての悩みや子

育て支援について深く話せたり、きっかけづくりが増えるのではないかと期待感があ

る。

会議内容


